
                              

 

       

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
低

所
得
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、
資

金
の
貸
付
け
に
よ
り
、
そ
の
世

帯
の
自
立
更
生
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
」
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。 

 

受
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
２

月
１
日
よ
り
教
育
支
援
資
金

（
教
育
支
援
費
・
就
学
支
度
費
）

の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

●
借
り
入
れ
ケ
ー
ス
の
例 

○
授
業
料
の
不
足
分 

○
修
学
中
の
、
家
賃
・
寮
費
・

通
学
定
期
代
の
不
足
分 

○
入
学
金
・
制
服
や
教
科
書
等

の
購
入
費
用
の
不
足
分 

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類 

①
世
帯
全
員
の
住
民
票 

②
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
世 

帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
） 

③ 

使
途
明
細
と
そ
の
根
拠
と

な
る
も
の(

学
校
の
資
料
、
パ 

      

ン
フ
レ
ッ
ト
や
見
積
書
等)  

⑤ 

合
格
通
知
書
又
は
入
学
許

可
書
、
在
学
証
明
書 

⑥ 

そ
の
他
、
本
会
が
必
要
と
す

る
書
類 

⑦ 

地
区
の
民
生
委
員
意
見
書 

●
貸
付
対
象
世
帯 

 

世
帯
所
得
が
一
定
以
下
で
他

か
ら
の
資
金
融
資
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
世
帯
で
あ
り
、
資

金
の
貸
付
及
び
必
要
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
自

活
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
。 

※
他
制
度
優
先 

あ
ら
か
じ
め
金
融
機
関
等
の
貸

付
相
談
、
各
種
奨
学
金
や
免
除

制
度
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
利
用
で
き
な

い
世
帯
へ
の
貸
付
制
度
で
す
の

で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

・
金
融
機
関
の
教
育
ロ
ー
ン 

・
学
校
独
自
の
奨
学
金
制
度 

・
国
の
教
育
ロ
ー
ン 

・
青
森
県
育
英
奨
学
会 

・
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金 

・
母
子
寡
婦
福
祉
資
金 

等 

●
申
込
者 

 

子
ど
も
等
を
借
入
申
込
者
と

し
、
保
護
者
を
連
帯
借
入
申
込

者
と
し
ま
す
。
原
則
、
連
帯
保
証

人
は
不
要
で
す
。 

                        

◎
修
学
資
金
以
外
の
貸
付
に
つ

い
て
も
、
世
帯
の
自
立
更
生
の

た
め
に
有
効
と
見
込
ま
れ
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
内
容
に

よ
っ
て
、
対
象
者
や
貸
付
条
件
、

限
度
額
等
が
異
な
り
ま
す
の
で

ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

                        

「社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成されています。 
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地域をつなぐお手伝い ―だれもが住み慣れたまちで安心して暮らせる社会をめざして― 

 

生
活
福
祉
資
金
「
教
育
支
援
資
金
」
の 

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す 

 

＊ ５人世帯の福祉さん宅の例 ＊ 

（金額は月収です） 

福祉太郎（世帯主）会社員     210,000円 

 花子（妻）  パート勤務    60,000円 

 一郎（長男）  中 3・児童手当   10,000円 

 次郎（次男） 小 6・児童手当   10,000円 

 ハナ（太郎の母）無職・年金   60,000円 

世帯収入合計         350,000円 

参考：本制度では、世帯員

一人あたりの一ヵ月の 

収入が、８万円程度を対象

世帯の目安としています。 

 

※但し、ローン等の借入金の返済により生活が困窮して

いる場合は対象となりませんので、ご注意ください。 

■この世帯の場合 

月収合計35万円 

世帯員数  5人 

35万÷5人＝7万円 

→１人当たりの月収 

が７万円となるため、 

福祉さん宅はこの制 

度の貸付対象となり 

ます。 



 

      

 

去
る
11
月
15
日
（
金
）、
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

に
お
い
て
「
高
齢
者
も
活
躍
で

き
る
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
第
68

回
青
森
県

社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

黒
田
進
二
実
行
委
員
長
の
開

会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
記
念
講

演
は
「
住
民
主
体
に
よ
る
地
域

づ
く
り
の
展
開
」
と
題
し
、
東
北

こ
ど
も
福
祉
専
門
学
院 

副
学

院
長
の
大
坂 

純 

氏
を
講
師
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
資
源

（
①
暮
ら
し
の
中
で
生
ま
れ
る

人
と
人
と
の
自
然
な
つ
な
が
り 

②
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら

生
ま
れ
る
楽
し
み 

③
暮
ら
し

の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
意
識
さ

れ
な
い
自
然
な
支
え
合
い 

④

意
識
さ
れ
な
い
自
然
な
支
え
合 

        

い
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
地
域
の

課
題
解
決
の
実
践
）
が
み
つ
か

り
、
今
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
「
社
会
的
孤
立
」
と
い
う

課
題
が
解
決
し
て
い
く
と
い
う

講
演
に
、
日
頃
か
ら
取
り
組
ま

れ
て
い
る
住
民
活
動
に
目
を
向

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。 

              

 

被
表
彰
者
の
ご
紹
介 

 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

■
民
間
社
会
福
祉
施
設
従
事
者 

松 

本 

玉 

枝 
 

■
社
会
福
祉
事
業
協
助
者 

 

福 

田 

妙 

子 

■
共
同
募
金
10
年
以
上
奉
仕
功
労 

 

沼 

田 

弘 

子 

 

柏 

崎 

美 

江 

 

沼
宮
内 

冨
美
子 

■
共
同
募
金
20
年
以
上
奉
仕
功
労 

 

山 

村 

厚 

子 

             

                               

                              
お せ ち 配 達 

去る 12 月 31 日(火) 大晦日、ボランティアや

民生委員の皆様の協力をいただいて、NHK 歳末

助け合いと、福祉安心電話サービス、配食サービ

スの対象者 98 名の 

方々におせち料理 

をお届けしました。 

 

 

 

 

配達にご協力くだ 

さった皆様、あり 

がとうございまし 

た。 

 

 

 

 

第
68

回  
青
森
県
社
会
福
祉
大
会 

地域きずな生活支援体制整備事業 

笑 顔 の “わ” 

中 

野 
米 
子 

さ
ん 

（
字
堀
口
） 

「オシャレをして人と出会い、言葉を

交わし、笑い合う。そういう行動が元気

に暮らす秘訣。それが広がることで地域

の活性化にもつながっていく」と、力強

く話す中野さん。地域の人達のつながり

を大切にしたいと、長年続けている大三

沢婦人会会長としての活動に加え、昨年

から地域生活支援コーディネーターと

しても活躍しています。 

地域の交流の場、閉じこもりがちな高

齢の方達が“行きたい”と思うような居

場所作りをしたい。そしてそれを若い世

代につなげていけたらと、“これから”

の思いを笑顔で語ってくれました。 

  



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 

  
 

 

 

12
月
９
日
（
月
）、
三
沢
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
「
広
が
れ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の 

わ 

交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

士
の
交
流
や
情
報
交
換
を
行
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
、
上
十
三

地
区
で
は
三
沢
市
を
会
場
に
、

約
40
名
が
集
い
ま
し
た
。 

  

        

      

●
講
話
『
健
康
は
お
口
か
ら
』 

 

三
沢
市
健
康
推
進
課
の
辻
保

健
師
を
講
師
に
、
口
の
健
康
が

体
の
健
康
に
繋
が
っ
て
い
る
と

い
う
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
口
の
中
の
細
菌
が
、 

心
臓
疾 

患
な
ど 

の
病
気 

に
も
関 

係
し
て 

い
る
こ 

と
や
、 

唾
液
の 

役
割
や 

効
果
、
口
腔
内
を
元
気
に
保
つ

た
め
の
『
あ
い
う
べ
体
操
』
や

『
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
な
ど

を
参
加
者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

あ
い
う
べ
体
操
や
唾
液
腺
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
実
践
し
て
、
ま
ず
は

お
口
の
健
康
に
心
掛
け
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
活
動
を
続
け
て

ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を
も
ら
い
ま

し
た
。 

     

 

●
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

講
話
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
「
楽
し
く
い
き
い
き
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
た
め

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
４
つ
の

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
、
参
加
者

同
士
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

最
後
に
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ

れ
た
内
容
を
発
表
し
、
様
々
な

健
康
実
践
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。『
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
が
ん
ば
ろ
う
！
』
と
、
参
加

者
の
大
き
な
励
み
に
な
る
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。 

◆
ワ
ー
ク
① 

 

自
分
が
、
普
段
、
健
康
の
た
め

に
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

て
み
よ
う
！ 

◆
ワ
ー
ク
② 

 

メ
ン
バ
ー
が
、
健
康
の
た
め

に
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い

て
み
よ
う
！ 

◆
ワ
ー
ク
③ 

 

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

出
さ
れ
た
健
康
法
や
元
気
の
秘

訣
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
よ
う
！ 

 

◆
ワ
ー
ク
④ 

 

出
さ
れ
た
健
康
法
の
中
か
ら

他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
に
も

ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
も
の
を
紹

介
し
て
み
よ
う
！ 

            

◆
ま
と
め 

 
 

今
日
か
ら
み
ん
な
で
健
康
づ

く
り 

 

○
グ
ル
ー
プ
発
表 

「
実
践
し
て
い
る
健
康
法
」 

・
毎
日
し
こ
踏
み
を
す
る 

・
全
身
ス
ト
レ
ッ
チ 

・
塩
分
を
控
え
め
に
す
る 

・
朝
起
き
た
ら
水
を
1
杯
飲
む 

・
歌
を
歌
う 

・
畑
仕
事
を
す
る 

・
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
す
る 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
色
ん
な
人
に
会
う 

・
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
、
腹

を
立
て
な
い
よ
う
に
心
が
け

て
い
る 

 
 

（
抜
粋
） 

 

 
広
が
れ
！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 
わ 

交
流
会 

 

 

【「あいうべ体操」をする参加者】 

【グループワークの様子】 

【各グループからの発表】 

R2年 2月 1日 



      [

寄
附
金]

 

匿 

名 

様 

12
月
16
日 

１
０
，
０
０
０
円 

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
Ｏ
Ｂ
会 

（
会
長 

森 

三
郎
）
様 

及
び 

航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体
つ
ば

さ
会
三
沢
つ
ば
さ
会 

（
支
部
長 

倉
持 

晶
朗
）
様 

12
月
20
日 

４
３
，
５
０
０
円 

合
同
忘
年
会
で
の
歳
末
チ
ャ

リ
テ
ィ
ビ
ン
ゴ
の
益
金
か
ら 

大
三
沢
婦
人
会 

（
会
長 

中
野 

米
子
）
様 

12
月
20
日 

 

２
，
０
０
０
円 

 

社
協
ま
つ
り
の
売
上
か
ら 

ヨ
シ
ダ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ 

（
代
表 

吉
田 

晴
美
） 

様 

12
月
24
日 

５
０
，
０
０
０
円 

 

ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー 

テ
ィ
ー
の
益
金
か
ら 

匿 

名 

様 

12
月
25
日 

１
０
０
，
０
０
０
円 

中
央
院
梅
花
講 

（
代
表 

高
村 

礼
子
）
様 

１
月
９
日 

３
０
，
０
０
０
円 

寒
修
行
の
喜
捨
と
し
て 

匿 

名 

様 

１
月
９
日  

 

３
，
０
０
０
円 

匿 

名 

様 

１
月
16
日 

 

７
，
３
１
８
円 

三
沢
キ
リ
ス
ト
伝
道
協
力
会 

（
代
表 

篠
崎 

和
）
様 

１
月
24
日 

３
０
，
０
０
０
円 

慈
善
活
動
と
し
て
の
寄
附 

岡
三
沢
青
年
部 

（
部
長 

山
本 
貴
之
）
様 

１
月
24
日 

１
０
，
７
０
７
円 

元
朝
参
り
募
金
箱
か
ら
の
寄
附 

[

災
害
義
援
金] 

■
令
和
元
年
台
風
第
19
号 

協
同
組
合
三
沢
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー 

様 
 

12
月
２
日 

３
３
，
７
４
２
円 

店
頭
に
設
置
し
た
募
金
箱
よ
り 

■
台
風
15
号
・
台
風
19
号 

大
雨
千
葉
県
災
害
義
援
金 

三
沢
ゴ
ル
フ
友
好
会 

 

（
会
長 

古
間
木 

勝
弘
）
様 

 

12
月
10
日 

５
０
，
０
０
０
円

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
会
費
の
一

部
か
ら 

三
沢
キ
リ
ス
ト
教
会 

 

バ
ザ
ー
委
員
会 

様 

1
月
24
日 

３
０
，
０
０
０
円 

 [

物
品
寄
附]

  

岡
三
沢
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会(

会
長 

柏
崎 

美
江) 

様 
 

12
月
11
日 

車
椅
子 

6
台 

                

社
協
・
募
金
会
へ
の
寄
附
金

に
つ
い
て
は
、
個
人
・
法
人
と
も

に
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

確
定
申
告
の
際
に
は
寄
附
金

の
領
収
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。  

 

川

柳

の

時

間 
 

 

福
祉
川
柳
～ 

ご
近
所
の
善
意
福
祉
の
宝
船 

ワ
ン
チ
ー
ム
ま
さ
に
社
協
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

時
事
川
柳
～ 

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
で
宙
ぶ
ら
り
ん
の
平
和
賞 

封
鎖
さ
れ
抜
け
道
探
し
だ
す
武
漢 

ス
キ
ー
場
だ
け
に
降
る
雪
乞
い
願
い 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
Ｏ
Ｂ 

松
田 

 
 

 
 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

11
月
22
日
か
ら
1
月
24
日 

 
 

ま
で
に
頂
い
た
ご
寄
附
と 

災
害
義
援
金
を 

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 法律相談日のお知らせ 

社協では、月に一度、弁護士による無料の法

律相談を行っています。相談は午後１時からで

一人につき30分。事前予約が必要です。 

今後の予定  2 月 18 日(火) 3 月 10日(火) 

相談・予約は ５２‐３２７０ 

三沢市社会福祉協議会ふれあい相談所まで 

「サロンかだれ家
や

」 
次回 2月 22 日（土）9：00～11：30 

参加費 300円 申し込み電話 53-3422 

「社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成されています。 


